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論文内容要旨
研
究 目
的
 骨の吸収と形成との様態すなわち骨代謝を全身的にみると,骨の総合的な活力ともいうべきboロe
 activityに関係し,局所的にはそれに負荷されるstressに応じて骨構造をかえて行くre皿ode-
 1ingの過程に関連する。
 私は,東北大学整形外科教室において行なっている全身的な骨代謝を表現する指標たるべき45Ca
 によるkineticstudy,局所の骨代謝状態検索のための腸骨への45Ca-uPtake測定,同時に
 行なわれて心・る腸骨の非脱灰標本についての組織学的定量等の一連の骨代謝研究の一環として,健
 常人における全身性骨代謝と局所的なそれとの関連性を見出す目的で本研究を行なった。
 研究対象並びに方法.
 対象は19才から69才にわたる26例で,その内訳は男11例,女15例である。それらは代
 謝性疾患を有せず,X線写真騰貴線の残存を認めない症例近あり,これらの中22例にHeaney-
 Whσdoo法(1958)を施行㌧てaccretio皿rateとexch釦geableeaOoo1を求め,
 24例に対して腸骨海綿質への45Ca-uptakeを測定し,組織学的定量は全例に施行した。
 1)Accretionrate(以下Aと略す)とExchangeableCapool(以下Eと略す)の測定
 45CaC12約α5μCi/kgを静注し,Heaney-Whedon法に準じてAとEを求め,全身的骨
 代謝の指標とした。
 2)腸骨海綿質への45Ca-uptake(以下Uと略す)の測定
 45CaC12注入後7日目に腸骨片を採取,2分して一方をuptake測定用,他方を次項の組織計
 測用とした。uptake測定用の骨片は水洗,灰化,酸処理後1iquidscintilla“oncounter
 で測定し,単位は体重1kg当りの45Ca投与量を1とした比放射能で表わした。
 3)定量組織学的方法
 前述の腸骨片をmethylmethacrylateに包埋し,20μまで徒手研磨した非脱灰標本にCole
 のH-E染色を施こし,忽eissのintegratingmicrome飴∫diskturret∬を用いてboηe
 aroa,surfaceareaporuロitvolumeoftissue,surfaceareaPerロnitvo-
 1ロmeofso1三dbone,fofmationsurfaceareaperunitvolumeofsolidbone
formationsurfacoareaperuaitvolumeoftissue,resorptionsurface
 areaporunitvolumeoftissue,resorptionsurfaceareaperuロitvo1ロme
 ofsolidboロeなどの計測を行なった。これら7個の指標の中boneareaの単位は多,その他
 のものは㎜2/珈5である。
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 結果並びに考察
 1)AとUとの間には相関関係を見出せなかつ編これはまずAがstabIeCa量すなわち体内で
 実際に動いているCa量として表わされているのに対し,Uが比放射能であるというdimension
 の違いに由来すると思われるが,症例数が少なかったことも関係している。
 2)Eとsurfaceareaperunitvolumeoftissueとの間には統計処理上ある程度の相
 関が推定された。
 3)Aとforma“onsurfaceareap再unitvolumeoftissue並びにformation
 surfaceareaperunitvolumeofsolidboneとの間には相関関係が見出された(危
 険率5%)。'
 4)Uとformationsurfaceareaperunit▽olumeofsolidboneとの間には高度
 の相関関係が確認された(危険率1%)。
 骨代謝をRIによる方法と形態学的方法で観察し,その結果を相互に比較した報告は極めて少な
 く・Leeら(1965)が2匹の犬を対象としたものと・Boraierら(1967)が6例の甲状
 腺機能失調患者を対象として行なったものがあるのみである。Leeらはtetfacycliロelabe-
 iHng法で算出したbonefD}matio皿rateとBaロerら(1957)の方法に局所め45Ca-
 uptakeの測定を加味して局所別に測定したaccretionrateとを比較している。それによると
 成犬では,皮質骨においてaccrotionrateはbonef・rmati・nrateの2～3倍の高値を示
 し,海綿骨では両者はほぼ同値を示している。そもそもtetracyclinelabolling法セこよる
 boneformationrateはosteoidにおけるprimarymi且eflizationを表わす指標であり',
 accretionrateはprimaryminefalizationだけでなくseconda∫ymineraliza“on,
 ・steocyticdeposition,10ngtermexcha皿geを総合した指標であるため,成犬の皮質
 骨でaccretio皿ratoがboneformationrateより高値を示したとしても不思議はない。海
 綿骨において両者がほぼ同値を示したということは,海綿骨ではprimaryminerahzation以
 外の要素が少ないか,Caのpoo1内へのrecycIingの速度が早いためかも知れない。本研究に
 おけるUとf。rmati・nsurfaceareaperunitv・lumeofs。1idboneの相関を示す
 分布の形より,ヒトの海綿骨ではacc∫etion'rateの大部分は'primarymineralizationに
 よることが解明された。またLeeらの犬の場合と異なり,若干のlongtermexchangeの関与
 も推定された。一方,Bordierらは健常人と甲状腺機能失調患者において,45Caによるaccre-
 tionrateと腸骨海綿質の・st・idsurfaceとの間に相関関係を証明しているが,本研究でも
 Aとformationsurfaceareaperunitvolu皿eoftissueとの間には高度の
 相関関係が成正した。
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 審査結果の要旨
 骨代謝を全的にみると,骨の総合的な活力b・neactivityと,局所的負荷stressに応
 じて骨講造をかえて行くrem・deling過程の2面が重要である。著者はこの全身的な骨代謝を
 表現する指標として45Caによるk」netics加dy,局所の骨代謝状態検索のための腸骨への
 45Ca-uptake測定,同時に腸骨の非脱灰標本についての組織学的定量等の一連の骨代謝研究
 の一環として本研究を行なったものである。
 著者の得た研究対象は19才から9才にわたる26例,その中22例にHeaney-Whed・n法
 を施行してaccretio皿rateとexchangeableCap・olを求め,24例に対して腸
 骨海綿質への45Ca-uptakeを測定し,組織学的定量は全例に施行している。
 その結果としては,1)accretionrateと45Ca一口ptakeとの間には相関関係を見出
 せなかったが,これはaccreti。nrateがsta51eCa量であるに対し,45Ca-uptakel
 が比放射能であるというdimensi・nの違いに由来すると思われるが,症例数が少なかったこと
 も無視できない02)BxchangeableCapoo1とsurfaceareaperunit
 volume・ftiss皿eとの間には統計処理上ある程度の相関が推定された。3)accretion'
 rateとformatio“suffaceareapefu“1tvolumeoftissue並びに
 formationsurfaceareaperunitvo1ロmeofsolidboneとの間に
 は相関関係が見出された。また4)45C担一uptakeとf・rmati・nsurfacearea
 perunitv・1ume・fs・lidb・neとの間には高度の相関関係が確認された(危険率
 本研究における45C'a-uptakeとf・rmati。nsurfa・ceareaperunitv。1-
 ume・fsdidb・neの相関を示す分布の形から・ヒトの海綿骨ではaccreti・nrate・
 の大部分はprimarymineralizationによることが解明され,またLeeらの犬の場合と
 異なり,若干の1・ngtermexchangeの関与も推定された。一方,Bordierらが健常
 人と甲状腺機能失調患者において45Caによるaccretionrateと腸骨海綿質の。stoid
 surfaceとの間に相関関係を証明しているが,本研究でもaccreti・皿rateとf・rma-
 tl。nsurfaceareaperunitvolameoftissueとの間には高度の相関関
 係が成立した。
 以上により本論文は十分学位に値するものと認める。'
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